
なんさん東西通りの一方通行化に係る検討状況

令和6年2月
大阪市 建設局 企画部 企画課（道路空間再編担当）



1.これまでの経緯 1

日程 名称 主なご意見（キーワード）

道具屋筋・東道具屋筋
交差点

オタロード
交差点

日本橋３
交差点

車両の寄り付き 自転車

令和5年
10月30日

難波千日前日本橋ま
ちづくり協議会役員
・大阪市打合せ

・横断歩道の設置方法
・信号設置

・右折可の是非
・南北方向の横断

・歩道は狭めない
・車線運用変更
（左折、直左）

・アクセススペースの是
非・幅員
・現状の運用

・自歩道の是非
（車道or歩道）

令和5年
12月14日

警察・大阪市との
意見交換

・幅広横断歩道困難
・信号設置困難
（交差点間隔）

・右折問題なし
・東西方向の
横断歩道設置提案

・車線運用変更の対
策は問題ない
（左折、直左）

・南側の商業施設か
ら合意がとれるのか

ー

令和6年
1月24日

難波千日前日本橋ま
ちづくり協議会役員会

・横断歩道の設置方法
は検討必要
・道具屋筋交差点で信
号設置不可であるなら
根拠を示してほしい

・南北方向の横断歩
道が設置できるので
あれば概ね問題なし

・車線運用変更の対
策は問題ない
（左折、直左）

・左右の路肩のバラン
スが異なるのであれば
反対
・区画線の引き方は
両側で統一

・自歩道で問題なし

令和6年
1月25日

警察・大阪市との
意見交換

・幅広横断歩道困難
・信号設置困難
（交差点間隔）

・南北横断歩道設置
困難
・右折可は問題なし

・車線運用変更の対
策は問題ない
（左折、直左）

・アクセススペースを無
理に設置する必要は
ない

・車道走行が望まし
い

■地域関係者との協議状況

⇒一方通行化することで、スペースを確保することは概ね合意しているものの、
限られたスペースの中でどういった機能を持たせるのか継続的に議論が必要（すべての機能を付加させることは難しい）
⇒東西断面、南北断面に分けて、優先すべき事項（持たせたい機能）等について議論を進めていく。

道具屋筋
交差点

東道具屋
筋交差点

オタロード
交差点

日本橋３
交差点

①東西方向の議論

②
南
北
方
向

②
南
北
方
向

②
南
北
方
向

難波中２
交差点

約270m



２.なんさん東西通りの整備方針に関する意見交換【東西断面での議論】 2

①一方通行による空間再編の是非

【現況イメージ】

【一方通行イメージ（車道・歩道境界幅最小）】

【メリット】
・車が双方向で移動できる
・北側・南側の両方で車両の寄
り付きが可能

【デメリット】
・歩道が狭いため、サービス水準
が低い

2.5m

14.5m

6.5m（3.25m×2） 1.5m 2.5m1.5m

【歩道のサービス水準】

【現況のサービス水準】
・2,078人/時間÷（2.5m×60分）

＝13.9人/m・分

【一方通行イメージでのサービス水準
（車道・歩道境界最小）】
・ 2,078人/時間÷（5.25m×60分）

＝6.6人/m・分

【一方通行イメージでのサービス水準
（車道・歩道境界最大）】
・ 2,078人/時間÷（3.25m×60分）

＝10.7人/m・分

※歩行者・自転車交通量は
2021年11月27日（土）計測結果
（南側断面ピーク時間）

5.25m

14.5m

3.00m
5.25m

0.5m0.5m

【メリット】
・広がったスペースを様々な用途に活
用することが可能
・歩道のサービス水準は現況よりも高く
なる可能性がある

【デメリット】
・車両の利便性が低い（一方通行）
・南側での車両の寄り付きは困難

出典：大規模開発地区関連交通計画マニュアル改訂版、H26.6,
国土交通省都市局都市計画課

：歩道

：路肩

：車道

【一方通行イメージ（車道・歩道境界幅最大） 】 【メリット】
・広がったスペースを様々な用途に活
用することが可能
・車両の寄り付きはしやすい

【デメリット】
・車両の利便性が低い（一方通行）
・歩道幅員が道路構造令の自歩道の
基準を満たしていない

：アクセス
スペース

3.25m

14.5m

3.00m 3.25m2.5m2.5m



２.なんさん東西通りの整備方針に関する意見交換【東西断面での議論】 3

※道路交通法第47条：一方通行を採用した場合、道路の左側端に設置することが原則で、両側に車を停車するのは困難

【参考】関係法令

※道路構造令の解説と運用（日本道路協会）：自歩道の幅員 ※なんさん東西通りは歩行者の交通量の多い道路に該当

※道路構造令の解説と運用（日本道路協会）：停車帯の幅員等 ※車両幅を考慮した、停車帯の幅員の考え方



２.なんさん東西通りの整備方針に関する意見交換【東西断面での議論】 4

②広がったスペースの活用方法 ～歩行者・自転車・寄り付き車両のうち何を優先するか～

【歩行者優先イメージ】

【メリット】
・歩道のサービス水準は高い

【デメリット】
・歩道で歩行者と自転車が混在
・車両の寄り付きがしにくい

【歩道のサービス水準】
・ 2,078人/時間÷（5.25m×60分）

＝6.6人/m・分

※歩行者・自転車交通量は
2021年11月27日（土）計測結果
（南側断面ピーク時間）

【自転車車道走行優先イメージ】

4.25m

14.5m

3.0m 4.25m1.5m

【メリット】
・歩道のサービス水準は高い
・自転車が歩行者と分離されている

【デメリット】
・車両の寄り付きがしにくい
（自転車の走行にも影響）

【歩道のサービス水準】
・ 1,903人/時間÷（4.25m×60分）

＝7.5人/m・分

※歩行者交通量は
2021年11月27日（土）計測結果
（南側断面ピーク時間）

1.5m

【車両の寄り付き優先イメージ】

4.25m

14.5m

3.00m 4.25m
0.5m

【メリット】
・車両の寄り付きがしやすい

【デメリット】
・歩道のサービス水準はやや低い
（ただし、現況よりは高い）
・歩道で歩行者と自転車が混在

【歩道のサービス水準】
・ 2,078人/時間÷（4.25m×60分）

＝8.1人/m・分

※歩行者交通量は
2021年11月27日（土）計測結果
（南側断面ピーク時間）

2.5m

：歩道

：路肩

：車道

：自転車
走行空間
（※）

：アクセス
スペース

（※）あくまでイメージ
（逆向き走行の空間整
備手法は要調整）

5.25m

14.5m

3.00m
5.25m

0.5m0.5m

※詳細な横断幅員は道路線形及び施設帯の有無により変化する。



２.なんさん東西通りの整備方針に関する意見交換【南北断面での議論】 5

①信号設置が困難な理由

出典：大阪府警察本部HP



２.なんさん東西通りの整備方針に関する意見交換【南北断面での議論】 6

②横断歩道を近接して設置できない理由、幅広の横断歩道を導入できない理由

出典：交通規制基準に関する通達（警察庁）

出典：交通規制基準に関する通達（警察庁）
出典：道路構造令の解説と運用（日本道路協会）
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